
平成２７年度第１回尾張旭市要保護児童対策地域連携会議代表者会議会議録 

 

１ 開催日時 

  平成２７年７月１５日（水） 

  開会 午後 ３時００分 

  閉会 午後 ４時３０分 

 

２ 開催場所 

  尾張旭市保健福祉センター ４階 シアタールーム 

 

３ 出席委員 

  （前田清）、高瀬芳徳、安藤郁子、家田訓子、竹内美保子、横地由美子、松本浩

一、大竹良寿、（姫岩弘治）、若杉浩二、竹内元康、萬谷久幸 

  １２名  （ ）は代理者出席 

 

４ 欠席委員 

  田口良子、松原隆、根本ひで子   ３名 

 

５ 傍聴者なし 

   

６ 出席した事務局職員等 

  子育て支援室長 阿部智晶 

子育て支援室係長 二村真帆 

子育て支援室主事 森康臣 

こども・子育て相談家庭児童相談員 青山杏子    ４名 

 

７ 議題等 

 (1) 平成２６年度尾張旭市要保護児童対策地域連携会議の活動実績等について 

 (2) 愛知県中央児童・障害者相談センターの児童虐待対応状況について 

(3) 養育支援訪問及びすくすく赤ちゃん訪問の対応事例について（非公開） 

  

８ 配布資料 

  資料１：平成２６年度尾張旭市要保護児童対策地域連携会議の活動実績等 

  資料２：愛知県中央児童・障害者相談センターの児童虐待対応の状況 

  資料３：養育支援訪問及びすくすく赤ちゃん訪問の対応事例について 

参考資料：要保護児童対策地域連携会議の会議の公開に関する基本方針 

／附属機関の会議の公開に関する基準 

 

９ 会議の要旨 



子育て支援室長 本日の議題に入りますまでの間、進行役を務めさせていただきま

す、健康福祉部子育て支援室長の阿部でございます。どうぞよろし

くお願いいたします。 

それでは、ただいまから平成２７年度第１回の尾張旭市要保護児

童対策地域連携会議代表者会議を開催いたします。 

開会にあたり、健康福祉部長 若杉浩二からごあいさつを申し上げ

ます。 

健康福祉部長 ＜あいさつ＞ 

子育て支援室長 ＜配布資料の確認＞ 

 次に会議の公開及び傍聴についてですが、平成１８年度に当会議

を立ち上げた際、皆様にご承認いただきましたとおり、原則公開と

し、個人情報に関わる部分については非公開ということで、よろし

くお願いいたします。 

＜傍聴者数確認＞ 

当会議では会議録を作成し、座長に内容等の確認を取った上、非

公開部分を除きまして市のホームページ等で公開をしてまいります

ので、よろしくお願いいたします。 

＜新構成員紹介及び自己紹介＞ 

 本会議の座長につきましては、尾張旭市要保護対策地域連携会議

運営要綱第５条第２項の規定によりまして、福祉事務所長が行うこ

とになっておりますので、以後の進行は座長にお願いいたします。 

座長 

 

それでは規定により座長を務めさせていただきます。早速ですが

議事に入ります。議題（１）「平成２６年度要保護児童対策地域連携

会議の活動実績等」につきまして、事務局から説明をお願いします。 

事務局 

 

◆ 資料１「平成２６年度要保護児童対策地域連携会議の活動実績

等」により、活動実績について＜説明＞ 

座長 

 

ただ今、事務局から「要保護児童対策地域連携会議の活動実績等」

の報告がありました。これについてご質問、またはご意見がありま

したらご発言をお願いします。 

 質疑応答なし。 

座長  次に、議題の（２）「愛知県中央児童・障害者相談センターの児童

虐待対応の状況について」を議題といたします。 

 県中央児童・障害者相談センターの方にご説明をお願いいたしま

す。よろしくお願いいたします。 

中央児童・障害者

相談センター課長 

◆ 資料２「愛知県中央児童・障害者相談センターの児童虐待対応

の状況について」に基づいて＜説明＞ 

座長  ありがとうございました。 

 ただ今、児相の方からご説明をいただきましたが、ご質問又はご

意見がございましたらご発言をお願いします。 



事務局  先ほど資料１において、市が対応した虐待通告件数は比較的少な

いと申し上げましたが、中央児相の説明では、警察からのＤＶ絡み

による心理的虐待の通告が増えた影響で、全体の通告数も相当数あ

るとのことでした。件数に差異があることについて、疑問に思われ

る委員の方もおられると思いますので、少し説明させていただきま

す。 

市又は中央児相へ通告が入り、リスクが高いと判断した児童は、そ

の後も、要保護児童管理ケースに挙げ、協同で継続した支援と見守

りを行っていきますが、昨年、この管理ケースに挙がる児童が少数

であったということは、通告時の対応のみで済むケースが多かった

と言えるのではないでしょうか。 

中央児童・障害者

相談センター課長 

 継続的に見守っているケースでも、再度相談が入った場合、通告

の再受付というかたちで件数に挙げているので、そういったケース

がかなり件数を占めています。まったくの新規だけの数ではないた

め、要保護児童管理ケースとして挙がる数にも影響していると思い

ます。 

座長 他にご質問がなければ、議題（３）の「養育支援訪問及びすくす

く赤ちゃん訪問の対応事例について」に入りたいと思いますがよろ

しいでしょうか。 

 それでは、事務局から説明をお願いします。 

 以降、非公開として会議進行 

事務局・構成員  養育支援訪問及びすくすく赤ちゃん訪問の対応事例についての説

明及び意見交換 

  以降、非公開を終了し会議進行 

座長 その他として、本日の議題も合わせまして何かございましたらお

願します。 

座長 

 

それでは最後に、事務局から連絡事項がありましたらお願いしま

す。 

子育て支援室室長 

 

 本年度第２回目の代表者会議につきましては、現時点で予定はご

ざいませんが、開催する場合には、ご連絡をさせていただきますの

で、その節はよろしくお願いいたします。 

座長 

 

 長時間にわたりましてありがとうございました。以上をもちまし

て本日の議題のすべてを終了いたしました。ここで座長の任を解か

せていただきます。 

子育て支援室長 

 

 それでは平成２７年度第１回尾張旭市要保護児童対策地域連携会

議代表者会議を閉会致します。ありがとうございました。 

 

 

 


